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ハンギングバスケット県産の花宙こだわり
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BESS
高崎展示場

自
宅
の
庭
で
寄
せ
植
え
を
教
え
て
い
る
主
婦
が
、
国
内
最
大
規

模
の
花
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
展
示
会
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
部
門
で

は
2
番
目
と
な
る
最
擾
秀
賞
を
2
年
連
続
で
受
賞
し
た
。
玉
村
町

上
之
手
の
田
中
敏
子
さ
ん
。
「
群
馬
の
花
苗
の
質
の
高
さ
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
ま
し
た
」
。
作
品
に
群
馬
産
を
盛
り
込
む
こ
だ
わ
り
が

実
を
結
ん
だ
。

今
月
中
旬
、
西
武
プ
リ
ン
ス
ド

ー
ム
（
埼
玉
県
）
で
開
か
れ
た

「
第
1
7
回
国
際
バ
ラ
と
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
シ
ョ
ウ
」
。
田
中
さ
ん
は
、

植
物
を
植
え
た
鉢
を
つ
る
し
て
楽

し
む
「
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
」
の
吊
り
部
門
に
出
品
し
た
。

受
賞
作
「
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
」

は
花
苗
な
ど
約
2
0
種
を
使
い
、
う

ち
8
割
が
県
産
。
ピ
ン
ク
と
白
の

ペ
チ
ュ
ニ
ア
に
、
つ
た
の
ヘ
デ
う

な
と
の
グ
リ
ー
ン
を
合
わ
せ
た
。

最
大
の
特
徴
は
モ
ミ
ジ
の
存

在
。
枝
の
見
え
な
い
部
分
に
ウ
イ

ヤ
で
「
曲
」
を
か
け
、
ふ
ん
わ
り

と
し
た
外
観
に
溶
け
込
ま
せ
た
。

田
中
さ
ん
は
「
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
は
洋
の
も
の
。
和
の
植
物

を
合
わ
せ
た
斬
新
さ
が
評
価
さ
れ

た
の
で
は
」
と
推
測
す
る
。
嫁
ぎ

先
に
並
ぶ
義
父
の
盆
栽
の
水
や
り

を
任
さ
れ
、
通
い
の
植
木
屋
さ
ん

か
ら
せ
ん
て
い
な
ど
の
技
術
を
学

ん
だ
経
験
が
生
き
た
。

5
0
代
の
こ
ろ
、
寝
た
き
り
だ
っ

た
義
母
の
介
護
の
合
間
に
の
ぞ
い

た
本
屋
で
、
た
ま
た
ま
手
に
取
っ

た
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
本

①
「
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
マ
ス
タ
ー
」
の
資

格
を
持
つ
田
中
敏
子
さ
ん
。
「
も
う
来
年
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
向
け
て
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
て
い
ま
す
」
＝
玉

村
町
上
之
手
①
最
優
秀
賞
を
受
け
た
「
グ
リ
ー
ン
シ

ャ
ワ
ー
」
　
（
ヨ
婁
重
き
圭
一
葵
）

を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
。
「
こ
う

い
う
世
界
が
あ
る
な
ん
て
…
∵
」
。

数
種
類
の
花
や
緑
を
一
つ
の
鉢
に

植
え
込
む
新
鮮
さ
と
華
や
か
さ
に

憧
れ
た
。
義
母
が
他
界
し
、
喪
失

感
か
ら
何
も
手
に
つ
か
な
い
日
々

が
続
く
申
、
知
人
か
ら
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
座
に
誘
わ
れ
、

夢
中
に
な
っ
た
。
「
カ
ト
レ
ア
や

バ
ラ
を
愛
し
た
義
母
に
導
か
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

近
隣
の
園
芸
店
に
誘
わ
れ
て
様

々
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
、
受
賞

を
重
ね
た
。
昨
年
の
第
1
6
回
の
展

示
会
で
は
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て

窮
地
に
立
っ
た
昭
和
村
や
藤
岡
市

の
ナ
ー
セ
リ
ー
（
植
物
栽
培
園
）

か
ら
買
い
取
っ
た
花
苗
を
使
っ
て

出
品
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

自
宅
の
庭
で
開
い
て
い
る
寄
せ

植
え
の
教
室
の
休
憩
時
間
に
は
、

悩
み
を
ぽ
ろ
り
と
漏
ら
す
参
加
者

も
い
る
。
田
中
さ
ん
は
「
花
や
緑

は
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
」

と
い
う
。
「
植
物
に
向
き
合
っ
て

い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
無
に
一
心

れ
る
。
こ
こ
患
人
生
の
ギ
ア
を
ニ

ュ
、
ト
ラ
舟
に
す
る
易
で
あ
っ
た

章
一
と
き
き
宣
、
∵
る
。

三
重
一
美
≡

新
社
長
に
北
村
氏

上
毛
新
聞
社

上
毛
新
聞
社
は
2
2
日
の
取
締

役
会
で
、
新
社
長
に
北
村
幸
雄

副
社
長
（
6
7
）
を
昇
格
さ
せ
る
人

事
を
決
め
た
。
霞
辺
幸
男
社
長

（
7
1
）
凝
代
表
権
の
あ
る
会
長
に

就
任
す
る
〔
〉
6
月
9
日
付
。
北

村
氏
は
1
9
7
0
年
3
月
に
明

大
卒
、
同
年
に
入
社
。
霜
集
局

長
、
広
告
局
長
、
総
務
局
長
、

編
集
主
幹
・
論
説
担
当
な
ど
を

経
て
2
0
1
2
年
か
ら
副
社
長

に
就
任
し
て
い
た
。

小
渕
氏
の
不
起
訴

「
不
服
」
と
検
審
に

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
群
馬

小
渕
慶
子
・
前
経
済
産
業
相

の
関
係
政
治
団
体
を
め
ぐ
る
不

明
朗
な
資
金
処
理
事
件
で
、
市

民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
群
馬
や
小

渕
氏
へ
の
木
蓮
訴
処
分
（
嫌
疑

不
十
分
）
が
不
服
と
し
て
、
検

察
審
査
会
の
審
査
を
申
し
立
て

る
ー
一
一
缶
を
決
め
た
《
）

市
長
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
群
馬
の

小
川
賢
代
表
に
よ

地
検
特
稜
部
に
書

処
分
の
理
由
に
つ

わ
せ
た
と
こ
ろ

分
」
の
返
事
が
屈

代
表
忠
「
理
由
ぷ

い
。
親
得
が
い
か

て
、
検
察
審
査
会

立
て
を
決
め
た
。

へ
も
導
一
人
し
た
い
考
え
だ
《
－

市
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、

す
べ
て
の
市
立
小
中
学
校
で
5
0

人
種
度
学
級
を
実
現
す
る
た
め

こ
ま
ヽ
　
h
r
ま
′
ヽ
A
一
し
⊃
ト
，
改
．
人
ヽ
ヘ
リ

町
村
圭
学
覆
聾
貞
治
写
真
窪

法
）
は
0
0
年
に
改
め
ら
れ
、
独

自
に
少
人
数
学
級
な
ど
を
推
進

す
る
蕩
全
霊
、
給
与
を
支
払
う

条
件
で
市
町
村
が
教
員
を
採
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

怖
く
て
保
身
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
」
。
押
し
倒
し
た
時
に
救
急

車
を
呼
ば
な
か
っ
た
の
は
「
優

将
が
死
ん
だ
と
思
い
、
自
分
も

－．す一∴ノ一、．、


